
尾崎喜八が作詞した富士見小学校校歌の歌碑。今でも

学校行事の節目には、校舎に子どもたちの歌声が響く
、‾、みl‾‾l‘－

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

盲
く
前
に
必
ず
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を
　
朝
な
夕
な
の
校
庭
に

い
古
人
の
生
活
を
　
し
の

跡
は
村
の
う
ち
　
歴
史
と

脚
の
ふ
る
さ
と
に
　
う
ま
れ

ぶ
う
れ
し
さ
よ
）
と
あ
る
。

土
山
、
八
ヶ
岳
、
校
章
の

ー
フ
駒
革
が
詠
わ
れ
た
岡

閏
高
の
3
番
は
（
真
夏
を
山

貰
て
は
　
氷
に
冬
を
楽
し

に
7
年

た
む
き
に
生
き
る
人
び
と
の
賛

歌
を
詠
ん
だ
。
自
ら
の
心
情
を

書
名
に
掲
げ
5
5
年
に
刊
行
し
た

詩
集
「
花
咲
け
る
孤
独
」
は
、

遅
咲
き
の
詩
人
の
後
期
を
代
表

す
る
作
品
と
な
っ
た
。

一
方
で
地
元
の
人
と
の
温
か

い
交
流
も
生
ま
れ
、
講
演
の
ほ

か
校
歌
制
作
も
依
頼
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
県
内
で
は
旧
岡
谷

南
部
中
（
4
9
年
制
定
）
、
信
大
付

属
松
本
中
（
5
1
年
）
岡
谷
南
高
校

4
0
超
の
校

（
5
2
年
）
茅
野
市
豊
平
小
（
同
）
、

な
ど
を
手
掛
け
、
今
も
多
く
の

学
校
に
歌
碑
が
立
つ
。

喜
八
は
校
歌
作
詞
の
思
い
出
、

を
つ
づ
っ
た
文
章
で
、
「
書
く

前
に
必
ず
一
度
は
そ
の
学
校
ま

で
行
っ
て
、
そ
こ
の
校
庭
の
ま
　
h

ん
な
か
に
立
っ
て
周
囲
の
風
景
で
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間
僻
地
へ
も
す
す
ん
で
出
掛
け
軸

作
詞

つ
　
平
和
文
化
に
国
を
成
す

理
想
の
も
と
に
学
ぶ
な
る

東
よ
や
我
等
が
愛
す
る
母
校

岡
谷
の
南
高
等
校
　
月
雪
花
の

信
濃
路
に
　
誉
の
其
の
名
わ
が

母
校
）
と
結
ば
れ
る
。

5
2
年
1
1
月
に
東
京
都
世
田
谷

区
、
6
6
年
1
2
月
に
神
奈
川
県
鎌

倉
市
に
居
を
移
す
も
、
富
士
見

高
校
（
5
6
年
）
、
旧
富
士
見
高
原

中
（
6
0
年
）
、
茅
野
市
永
明
中
（
6
3

年
）
、
岡
谷
南
部
中
（
6
4
年
）
、
そ

し
て
4
0
校
日
に
富
士
見
小
（
7
2

年
）
．
の
校
歌
を
作
っ
た
。

－
富
士
見
小
の
3
番
は
（
理
想

は
高
い
空
の
雲
　
心
は
広
い
地

の
な
姐
め
両
親
、
仲
間
、
先

生
た
ち
の
　
愛
の
思
い
出
富
士

見
高
原
　
こ
こ
に
学
ん
で
人
と

成
る
日
も
幼
な
心
の
帰
る
ふ

る
さ
と
　
こ
の
ふ
る
さ
と
を

忘
れ
ま
い
）
。
喜
八
に
よ
る
と
、

「
詩
は
言
葉
と
文
字
の
芸
術
で

あ
る
と
同
時
に
作
者
の
心
の

歌
で
も
あ
る
」
。
校
歌
も
ま
た
詩

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
た
喜
八

に
と
っ
て
、
こ
の
連
は
富
士
見

で
過
ご
し
た
日
々
を
想
起
し

た
〝
心
の
歌
″
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

言
葉
の
探
究
は

今
も
こ
の
地
で

富
士
見
町
高
原
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
は
喜
八
の
自
筆
原
稿
、

愛
用
の
カ
メ
ラ
、
自
然
観
察
に

使
用
し
た
双
眼
鏡
、
登
山
靴
な

ど
寄
贈
資
料
か
ら
成
る
コ
ー
ナ

ー
が
あ
る
。
島
木
赤
彦
や
伊
藤

左
千
夫
な
ど
多
く
の
歌
人
や
文

人
に
ゆ
か
り
が
あ
る
同
町
で
は
、

毎
年
秋
に
詩
の
心
を
後
世
に
つ

な
げ
る
「
富
士
見
高
原
詩
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
る
。
自
分

の
心
を
凝
視
し
、
自
然
と
一
致

す
る
瞬
間
を
見
つ
け
よ
う
と
す

る
言
葉
の
探
究
は
、
今
も
富
士

見
の
地
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。


